
運輸安全委員会は、令和２年６月２５日（木）、１１３件の船舶事故等調査報告書をホームページで公表しました

海難防止へのインフォメーション （公財）海難審判・船舶事故調査協会

区分 事故： 重大 １、 重大及び軽微以外 ５０件、 軽微 ３１件 計８２件 インシデント： 重大及び軽微以外６件、 軽微２５件 計３１件

事故種類（件） 衝突２６、死傷等１５、乗揚１３、転覆９、衝突（単）６、施設損傷５、沈没３、
火災３、浸水２

運航不能２７（機関故障１１、バッテリ過放電５、絡索３、電源
供給不能３、推進器故障２、燃料供給不能１、船体傾斜１、絡
網１）、運航阻害３、座洲１

関係船舶（隻） 漁船３５、プレジャーボート２１、貨物船１１、水上オートバイ６、旅客船５、
遊漁船４、ミニボート３、その他２７ 計１１２

プレジャーボート１４、漁船６、水上オートバイ２、遊漁船２、
その他７ 計３１

死傷者等（人） 死亡１４、重傷１０、軽傷２５ 計４９

上記事故のうち、東京（委員会事務局）及び横浜事務所の船舶事故調査報告２件について、“概要版”を作成しました
公表された調査報告書をもとに当協会の責任で編集しましたので、詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認ください

① 愛媛県新居浜港で、石炭の揚げ荷役作業中に作業員が船倉内で死亡した事例
新居浜港で石炭の揚げ荷作業中、フレーム部等壁面の溝に残る石炭を棒でかき落とす作業に当たっていた作業員
（落とし子）が、船倉内でブルドーザーにひかれて死亡した

② 神奈川県江ノ島大橋南西方沖で、水上オートバイ同士が衝突した事例
江ノ島大橋南西方沖の狭い海域で、２隻の水上オートバイが共に遊走中、１隻が急に右転して、両船が衝突した

運輸安全委員会報告書

http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2020/MA2020-5-1_2019tk0004.pdf
http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2020/MA2020-5-13_2019yh0110.pdf


《再発防止及び被害軽減に役立つ事項》

・ デッキマンは、落とし子とﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの位置関係を把握し、落
とし子がﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの走行範囲に立ち入らないような作業方
法を決定し、作業を直接指揮すること

・ 定期的な安全教育により、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの走行範囲に落とし
子を立ち入らせないように周知徹底させること

・ 運転者は、後進する度ごとに落とし子の位置を指差確認し、
確認するまでブルドーザーを後進させないこと

・ 監視要員又はﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ誘導員の別途配置、各作業員の無
線機の所持、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの周囲確認用設備及び接近警報設
備の追加が望ましい

① 貨物船 Ａ（４３,６０５ﾄﾝ） 作業員死亡
（石炭の揚げ荷役作業中、作業員がﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰにひかれて死亡した）

【事故概要】 夜間、貨物船A（パナマ共和国籍、４３,６０５ﾄﾝ）は、新居浜港において石炭の揚げ
荷作業中、船倉内で、作業員（落とし子）がﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰのｷｬﾀﾋﾟﾗにひかれて死亡した

《 関連情報 》 [荷役会社の安全管理の状況（抄）]

・ 荷役作業は、フォアマン（全体管理）１人、デッキマン（作業指揮）２人（交代制）、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの運転者４人
（２人交代制）、作業員（落とし子）１人・・・フォアマンを除く、同時に４人で作業

・ ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの誘導員は配置されず、落とし子がﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰと離れて作業を行う体制

・運転者は、落とし子の位置を確認して作業すること

・落とし子は、倉内の所定の待機場所で時折休憩し、移動するときは手を振って運転手に合図

・落とし子は、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの前後の走行範囲に入らない

・デッキマンは、笛により運転手に合図する

（公財）海難審判・船舶事故調査協会

《原因 ・背景》
◎ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの運転者が後方に誰もいないと思い、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰを後進させた

・後方に誰もいないと思ったのは、作業員及びデッキマンから合図がなかったことによる

・デッキマンは、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰとｸﾞﾗﾌﾞﾊﾞｽｹｯﾄの接触に注意を向けていて、作業員とﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの
位置関係に気付いていなかった

・船倉内作業が、作業員とﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰの位置及び動静に応じてﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰを直ちに停止させ
ることができる体制になっていなかった

運輸安全委員会（事務局）

海難防止への
インフォメーション

【発生日時】
平成３１年１月１７日
０３時３９分ごろ
【発生場所】
愛媛県新居浜市
新居浜港の岸壁
【死傷者 】
死亡 １人（作業員）
【 損傷等 】
なし

＊本調査報告書は、Ｒ2.6.25に公表されました。 詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認下さい。

《事故後に荷役会社が講じた措置 [安全作業要領の取りまとめ]》

⑴落とし子は、倉内移動の際、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ運転者に笛で合図し、走行停止後に移動する
⑵運転者は、落とし子の合図でﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰを停止し、落とし子の位置を確認する
⑶落とし子は、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰが側壁から一定距離で作業中、側壁と作業中の重機との間に立ち入らない
⑷落とし子は、発光式ベストを着用する

船倉内作業状況図
（船首方より見た状況）

壁面の溝に残る石炭を
棒でかき落とす作業

http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2020/MA2020-5-1_2019tk0004.pdf


① ① ② 水上オートバイA（0.2ﾄﾝ） 水上オートバイＢ（0.2ﾄﾝ） 衝突
（共に遊走中の水上オートバイの１隻が、接近する他の水上オートバイを避けようとして急に右転した）

《 原因 》 A船及びB船が共に遊走中、

◎ 船長Aが、左舷船首方から来た水上オートバイを左舷に避けて通過

しようと思い、急に右転した

◎ 船長Bが、早く狭い海域を抜けて広い海域に出ようと思い、A船のい

る左舷方に意識を向けずに前方のみを注視し、約60km/hの速力で

西進した

【事故概要】 江ノ島大橋南西方沖において、A船（0.2ﾄﾝ）及びB船（0.2ﾄ

ﾝ）が共に遊走中、両船が衝突し、Ｂ船の船長が負傷した。

（公財）海難審判・船舶事故調査協会

《再発防止策》 水上オートバイを操船中、
・転針する方向を十分に確認して急に転針しないこと
・狭い海域では、周囲の仲間の船の動静に注意しながら他船が急に転針しても
回避できるように距離を十分に取り、速力を十分に落として航行すること

運輸安全委員会（横浜事務所）

海難防止への
インフォメーション

【発生日時】 令和元年７月２３日（火） １４時４４分ごろ
【発生場所】 神奈川県藤沢市江ノ島大橋南西方沖
【死傷者 】 Ａ：なし Ｂ：重傷１人（船長）
【 損傷等 】 Ａ：船首部外板に亀裂及び擦過傷

Ｂ：左舷船首部外板に圧損及び擦過傷

《 背景・関連情報 》
・船長Ａ及び船長Ｂは仲間同士で、船長Ａは、約１５m距離が離れていれ
ば危険はないと思っていた
・右転後、Ａ船は、２０～３０km/hの速力で北進した
・船長Ａは、右舷船首方約３０ｍにＢ船を認めた際、衝突までの距離が１５
ｍで約２秒しかなく、Ｂ船を避けることができなかった
・船長Ｂは、早く狭い海域を抜けて広い海域に出ようと思い、前方のみを
見ていて約６０km/hの速力で西進していたので、左舷方から急に右転し
て接近するＡ船に気付かなかった
・船長Ｂは、江ノ島大橋西方沖が狭い海域であり、仲間も含めて約１０隻
の水上オートバイが遊走していたので、早く狭い海域を抜けて広い海域
に出ようと思った

＊本調査報告書は、Ｒ2.6.25に公表されました。詳細は運輸安全委員会のＨＰでご確認下さい。

http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2020/MA2020-5-13_2019yh0110.pdf

